
作成年月日 1893年（明治26年）12月

編著者 沖縄県知事 奈良原繁

発行者 沖縄県庁

収録誌 喜舎場家資料　四三　本県各課報告綴諸達正誤

言語 日本語

媒体種別 紙

公開有無 有（マイクロ複製本）

所蔵機関 石垣市立図書館

利用方法 石垣市立図書館で利用手続きを行う

　1893年（明治26年）に八重山諸島竹富島に寄留していた漁業者3人が

「阿根久場島」（尖閣諸島）に出漁渡島したが、同年11月石垣島に帰港途中台

風に遭遇し行方不明になったこと、漁業者たちを発見した場合最寄りの役所

に届け出ることを沖縄県知事名で告示している。

資料概要 内容見本

沖縄県告示第四十四号

兼城間切糸満村百二十番地当時八重山島

石垣間切竹富村百番地寄留平民

金城三良　明治五年六月七日生

人相（略）

右者共予テ漁業ノ為阿根久場島ヘ渡航シ本年十

一月十一日同島ヨリ八重山島石垣港へ向ケ航帰ノ

洋中台風ニ逢ヒ行衛不相分旨届出候條自然漂着先

見聞ノ者ハ速ニ最寄官衙ヘ届出ベシ

明治二十六年十二月　沖縄県知事　奈良原繁

所蔵：石垣市立図書館
所蔵：那覇市歴史博物館 該当部分拡大

該当部分（内容見本記載箇所）

作成年月日 1893年（明治26年）12月31日

編著者 [沖縄県]

発行者 [沖縄県]

収録誌 図表[8437]（横内家文書）

言語 日本語

媒体種別 紙

公開有無 有

所蔵機関 那覇市歴史博物館

利用方法 那覇市歴史博物館で利用手続きを行う

沖縄県警察区画地図

釣魚島　久場島　久米赤島

沖縄県警察区画一覧表

（略）

八重山島警察署

位置大濱間切登野城村

大濱間切

（略）

アコンクバシマ

阿根久場島無人島

内容見本
　1893年（明治26年）末に沖縄県が刊行した警察区画地図及び警察区画一覧表と考えら

れる。表面は沖縄県略図が記されており、尖閣諸島について、釣魚島、久場島、久米赤島と記

されている。裏面は警察署区画の一覧表であり、八重山島警察署の管区として無人島阿根久

場島（尖閣諸島）が明記されている。

　沖縄県は、尖閣諸島を、編入前の1891年（明治24年）時点で“仮に”同県八重山島警察署

に付していたものであるが（→No.11）、1893年（明治26年）時点においても、特段変更される

ことなく、同諸島は同県八重山島警察署の区画として仮置きされていたことが窺える。

資料概要

1893年（明治26年）12月
沖縄県告示第四十四号 [阿根久場島渡航漁業者行方不明の件]17No.

報H26/P10 1893年（明治26年）12月31日
図表 [沖縄県警察区画　地図及び一覧表]18No.

尖閣諸島に出漁した遭難者者を発見した場合、通報を求める告示

時代区分II

尖閣諸島が八重山島警察署の管区であることを示す資料

時代区分II（3）-②沖縄県による尖閣諸島の管理の試行を示すもしくは示唆する資料

39 40尖閣諸島に関する資料調査報告書（平成31年度） 尖閣諸島に関する資料調査報告書（平成31年度）
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Ⅱ

（3）-②沖縄県による尖閣諸島の管理の試行を示すもしくは示唆する資料

（3）-②沖縄県による尖閣諸島の管理の試行を示すもしくは示唆する資料

報H29/P20
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